
算 数



出題方針・ねらい

◆基本～標準レベルの問題

◆第1回～第3回の難易度は変わらない



2026年度入試 出題内容
大問 第１回 第２回 第３回
１ 計算問題（４問） 計算問題（４問） 計算問題（４問）

２ 小問集合（６問） 小問集合（６問） 小問集合（６問）

３ 体積と水面の高さの基本 速さ・最小公倍数の応用 平面図形

４ 面積と面積比の応用 規則性の応用 表の活用（平均）

５ 整数問題の応用 平面図形の応用 速さ

６ 通過算の応用/グラフの見方 グラフの見方/体積と水面の高さの応用 場合の数（経路）



2026年度入試結果【算数】
点数 受験者 合格者

96～100
91～95 6 6
86～90 33 24
81～85 87 67
76～80 138 96
71～75 122 62
66～70 129 46
61～65 72 16
56～60 47 6
51～55 25
46～50 10
41～45 8
36～40 2
31～35 1
26～30 1
21～25
～20

合計 681 323

第1回
受験者 合格者

3 3
2 2

16 16
20 19
37 34
42 33
68 40
68 33
73 18
64 16
40 6
36 2
14
16
7
4
5

515 222

第2回
受験者 合格者

1 1
2 1
2 2
8 5

18 9
18 11
36 2
43 6
46 5
31
22
12
9
6
5

259 42

第3回
第１回 第２回 第３回

受験者 最高点 100 100 90
最低点 5 17 5
平均点 64.3 60.0 50.7

合格者 最高点 100 100 90
最低点 55 44 48
平均点 77.2 70.2 64.6

点数 受験者 合格者
96～100 7 7
91～95 29 29
86～90 26 26
81～85 68 66
76～80 68 58
71～75 58 40
66～70 80 52
61～65 90 31
56～60 63 13
51～55 55 1
46～50 34
41～45 39
36～40 18
31～35 19
26～30 12
21～25 3
～20 12

合計 681 323



「正答率・問いのねらい・講評」を本校ホームページに掲載しています。

2026年度入試結果【算数】



今年度の入試を振り返って（第1回）
◆大問５ 整数問題の応用



今年度の入試を振り返って（第1回）
(3)と(4)が正解できたかが、合否の差となりました。
特に(4)では、偶数となる数を直接求めるのではなく、
(2)と(3)が(4)を解くための誘導になっていることに気
づき、奇数となる14通りを求めることができると、ス
ムーズに解答することができたと思います。



今年度の入試を振り返って（第2回）
◆大問５ 平面図形の応用



今年度の入試を振り返って（第2回）
◆大問５ 平面図形の応用

(2)(3)で差がつきました。
いくつかの条件によってできる図形を正確に把握できるかどうか
が正解のカギとなりました。図形問題の学習では実際に図を描い
てみることが重要です。また、「線対称な図形」という教科書の
用語の理解が必要であったことからも、単元のポイントを教科書
で確認したうえで、演習に取り組むとよいと思います。



今年度の入試を振り返って（第3回）
大問3～6 正答率が低かった問題

◆大問２
(3) 通過算
(5) 体積・水面

 の高さ



今年度の入試を振り返って（第3回）
◆大問４



今年度の入試を振り返って（第3回）
大問２
(3) 通過算     (5) 体積・水面の高さ
大問4
⇒ 複数の条件がある問題において、情報整理ができて

いない
特に、大問4では四捨五入の理解が不十分である



受験生へのメッセージ

◆計算はミスなくできるように、
毎日計算練習に取り組みましょう！

◆基礎的な内容を理解できたら、
過去問演習に取り組んで、本当に理解できているか
確認し、あまりできていなかった単元や項目の問題を
徹底的に演習しましょう！
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